















に相当し，日本の小学校 6年生から中学 3年生までの年齢の生徒が通う 4年制の学校）にお
ける数学教育にも垣間見える．自然数や分数，小数で表される正の数に対して，これらに+,
¡の符号が付いた数を，単に nombre ではなく，nombre relatif（直訳すると，相対的な数）





























負数は，シューケー（Nicolas Chuquet, 1445年頃–1488年頃，[7]，p. 204）らの使用を
経て，カルダノ（Girolamo Cardano，1501年–1576年）が，3次方程式，4次方程式の解法
を示したArs Magna（『大なる術』，1545年）で，その有効性が示された．Ars Magna は，
負数よりも負数の平方根として虚数が現れたことでよく知られているが，カルダノは 1570
年に著した De Regla Ariza の中で，「マイナスかけるマイナスはマイナス」という奇妙な主












現在の代数記号は，ヴィエタ（Franciscus Vieta, 1540 年–1630 年）やデカルト（Rene´
Descartes, 1596年–1650年）によって作られた (例えば，[17]，第 2部 記号法）．デカルト
が生まれた時代のフランスでは，さまざまな分野でカトリックが強い影響力を持っていた．
デカルト自身も，イエスズ会が 1603年に設立したラ・フレーシ学院で 10歳から 18歳まで
(1606年–1614年）学んだ．イエスズ会士クラヴィウス（Chirstopher Clavius, 1537年–1612
年）が 1606年に著した Algebra（『代数学』）[8] はデカルトに強い影響を与えたとされる
（[17], pp. 118-119, [26], p.53）．イエスズ会は，対抗宗教改革の中で現れた比較的新しい修
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道会 (1540年設立）であり，日本にキリスト教を伝えたザビエル（Francisco Xavier, 1506
















a(b+ c) = ab+ ac (1)
は，a, b, c が一般的な場合（正の実数の場合）については，『ユークリッド原論』，第 2巻の
「もし 2線分があり，その一方が任意個の部分に分けられるならば，2線分にかこまれた矩
形は，分けられていない線分と分けれらた部分のおのおのとにかこまれた矩形に等しい。」
([18], p.35) を成立の根拠としていた（図 1）．数の明確な定義が無かったため，(1) を一般
的に証明する手段がなかった．また，デカルト以前の代数学は，理論的な根拠を幾何学にお
いていたため，「次元」にとらわれすぎていた．例えば，aを線分の長さとすると，a2は 1辺
の長さが aの正方形の面積，a3は 1辺の長さが aの立方体の体積であり，a2 + a3のような
式は，面積に体積を加えることを表すため，無意味とされた．こうした考え方を変えたのが
デカルトである．図 2において，線分OEの長さを 1，線分OAの長さを a, 線分OBの長
さ bとする．点 Aから線分 EBに平行な線を引き，直線 OBとの交点を Cとすれば，三角
形の相似の性質から，線分OCの長さが積 abを与える．デカルトは，[11] の冒頭で，この
ような例を述べ，「次元」に拘泥する必要はないことを説いている．そのことは，上垣の著























根（fausses racines），正の根を真根（vrayes racines）と呼んでいたこと ([11], p. 53) であ
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る．デカルトが負数を偽と呼ぶのは，クラヴィウスの『代数学』の影響ではないかと思われ












デカルトが Discours de la Me´thode（『方法序説』, 1637年）をフランス語で著したよう
に，この頃から，学術書がラテン語ではなく各国語で書かれるようになる．このことは，ヨー
ロッパ各国の識字率の向上と関係すると思われる．そうした方向性を数学教育の分野で打ち
出したのが，アルノー（Antoine Arnauld, 1612年–1694年）によって著された Nouveaux
E´le´mens de Ge´ome´trie（『幾何学新原論』, 1667年）[2] である．簡単に述べると，デカルト
の代数記号を用いて，フランス語で書かれた幾何学の教科書である．アルノーはジャンセニ







スカル（Blaise Pascal, 1623年–1662年）がいる．パスカルは遺稿集 Pense´es（『パンセ』）
で J’en sais qui ne peuvent comprendre que qui de ze´ro oˆte 4 reste ze´ro.（私はゼロから 4
を引けばゼロであることを理解できない人がいることを知っている）と述べていて（[20], p.
106），負数に関して否定的であったとされる．
『幾何学新原論』発刊の 8年後の 1675年に Prestet（Jean Prestet, 1648年–1691年）に
よる E´le´mens des Mathe´matiques（『数学原論』）[22] と言うやはりフランス語で書かれた
一般向けの教科書が発刊される．Prestetは神学者・哲学者として知られるマルブランシュ













が「数直線」（図 4）に基づいて「CAB を正とするならば，BCA が負である」のように説















図 3 ジャンセニスムとオラトリオ会 図 4 Reyneau (1714) の「数直線」
4 新たな反対者とイギリスへの影響
18世紀の啓蒙思想の時代になって，負の数は，クレロー（Alexis-Claude Clairaut, 1713
年–1765年）やダランベール（Jean le Rond d’Alembert, 1717年–1783年）らのパリ科学ア
カデミーの学者から攻撃される．例えば，ダランベールは自らが編者を務めた『百科全書』
（1765年）で項目 Ne´gatif を執筆し，Il faut avouer qu’il n’est pas facile de ﬁxer l’ide´e des
quantite´s ne´gatives（負量の考えを確定することは容易でないことを認めざる得ないが）と









ソン（Nicholas Saunderson, 1682年–1739年）による Element of Algebra（1740年），マ
クローリン（Colin MacLaurin, 1698年–1746年）による Treatise of Algebra（1748年）に
よって負の数が広まった．しかし，18世紀末まで，イギリスの数学教育の全般的なレベルは




18世紀の後半から 19世紀の初めにかけて，Maseres（Francis Maseres, 1731年–1824年）








この「負数の問題」が当時のイギリス数学界に与えた影響は Pycior [23] によって考察さ
れている．ピーコック（George Peacok, 1791年–1858年）は，この問題を回避するため，









こうしたイギリスの流れが，ハミルトン（William Rowan Hamilton, 1805年–1865年），
グラスマン（Hermann Gu¨nter Grassmann, 1809年–1877年），ハンケル（Hermann Hankel,
1839年–1873年）らを経て（例えば，[1]），デデキント（Julius Wilhelm Richard Dedekind,
1831年–1916年），ペアノ（Giuseppe Peano, 1858年–1932年）らによる自然数の公理的な




ス（Karl Theodor Wilhelm Weierstrass, 1815年–1897年）による．ワイエルシュトラス自
身は，この方法を公刊しなかったが，彼の講義を聞いた人々によって広められたと言われる．
例えば，1896年出版のフランスの教科書 [4] では，On peut de´ﬁnir les nombres ne´gatifs de
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